
　
次
の
と
お
り
無
料
法
律
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

◆
日
時　

11
月
21
日
㈬

　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

◆
場
所　

余
市
中
央
公
民
館

◆
定
員　

６
人

　
　

（
１
人
の
相
談
時
間
は
30
分
）

【
申
込
・
問
合
わ
せ
先
】

　
余
市
町
役
場

　
総
務
課

　
℡
21

－

２
１
１
２

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

　

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　　

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）・

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

（
一
般
・
推
薦
）
を
募
集
し
ま
す
。

 

無
料
法
律
相
談
所
開
設

 

各
種
自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

　

応
募
資
格
等
の
詳
し
い
内
容
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】

　
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
小
樽
地
域
事
務
所

　
℡
０
１
３
４

－

22

－

５
２
２
１

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
の

　
　
　

　
お
知
ら
せ

　

11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」で
す
。

　

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給

見
込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活

設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用

い
た
だ
く
と
、
自
身
の
年
金
記
録

を
確
認
し
た
り
で
き
る
ほ
か
、
年

金
受
給
見
込
額
の
試
算
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て

は
、日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
お
近

く
の
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】

　
小
樽
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　
℡
０
１
３
４

－

23

－

４
２
３
６

　

年
末
調
整
等
説
明
会

　

余
市
税
務
署
で
は
、
平
成
30
年

分
の
年
末
調
整
説
明
会
を
次
の
と

ちゃん
わが家の

め ん こ

　

　『心の広い、器の大きい男になって欲しい
　 です！』
　　　　　　　　　（裕一郎さん・扶未子さん）

ハンモックに乗るのが好きで、いつもお

姉ちゃんと争奪戦を繰り広げています！

本
ほ ん ま

間　萩
しゅう

（11 月 21 日生・婦美町）

くん

お
り
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　

11
月
27
日
㈫

　
　
　
　

①
午
前
10
時
～

　
　
　
　

②
午
後
２
時
～

　
　
　
　
　

（
１
時
間
30
分
程
度
）

◆
場
所　

余
市
中
央
公
民
館

◆
内
容
「
年
末
調
整
の
し
か
た
」

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
・
源
泉
徴
収
事
務

に
つ
い
て
の
留
意
事
項
・
法
定
調

書
の
提
出
に
つ
い
て
の
留
意
事
項

【
問
合
わ
せ
先
】

　
余
市
税
務
署

　
調
査
部
門

　
℡
０
１
３
５

－

22

－

２
０
９
３

　
法
人
道
民
税
等
の
申
告
等
を
　

　
電
子
で

　

法
人
道
民
税
や
事
業
税
、
地
方

法
人
特
別
税
の
申
告
・
各
種
申
請
・

届
出
を
電
子
で
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

利
用
す
る
際
は
、
地
方
税
ポ
ー

タ
ル
シ
ス
テ
ム
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
利
用
開
始

の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
問
合
わ
せ
先
】

　
札
幌
道
税
事
務
所
税
務
管
理
部

　
課
税
第
一
課

　
℡
０
１
１

－

２
８
１

－

５
５
５

　

　『心身共に健康に育ってほしいです。』
　　　　　　　　（ジュリアンさん・智子さん）

お兄ちゃん達と積木をすることが大好き

です。

エ
え ふ ら ー

フラー　康
こう

（11 月 27 日生・美国町）

くん

後志自動車道 余市 -小樽間

12 月８日（土）開通！

北しりべし急接近。

広報しゃこたん平成 30 年 11 月号
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今月の納期

●上下水道使用料金　10月分
　　　　　　納期限　11 月 30 日㈮

（注）口座振替をご利用の方は、11 月
26 日㈪に引落しになりますので、前日
までに残高の確認をお願いします。
　また、失業、転職、病気などの理由に
より納期内納付が困難な方は、放置せず
相談してください。そのまま放置すると、
督促状が送付され、その後も納付・相談
がなければ、滞納処分（預金、給与、不
動産等の差押）となりますので、そのよ
うな事態になる前に、早めに相談してく
ださい。

●固定資産税　第４期
　　　　　　納期限　11 月 30 日㈮

●介護保険料　第５期
　　　　　　納期限　11 月 26 日㈪

●国民健康保険税　第５期
　　　　　　納期限　11 月 26 日㈪

●後期高齢者医療保険料　第５期
　　　　　　納期限　11 月 26 日㈪

●住宅使用料　11月分
　　　　　　納期限　11 月 30 日㈮

余市警察署からのお知らせ
冬の交通安全運動を実施します

【問合わせ先】　余市警察署　℡ 0135-22-0110

○運動期間 11 月 11 日～ 11 月 20 日の 10 日間

◇小学生の税に関する書道展を開催◇
①高齢者の交通事故防止

　・道路を横断するときは、信号機や横断歩道を利用し、安

　　全確認はもちろん、横断中も常に左右の安全を確認しま

　　しょう。

②凍結路面等のスリップによる交通事故防止

　・早めに冬用タイヤに交換して、急な降雪や凍結路面に　

　　対応できるよう準備しましょう。特に山間部や峠等を　

　　通行する際は、必ず冬タイヤを装着しましょう。

③　飲酒運転の根絶

　・飲酒運転は悪質な犯罪です！「飲酒運転をしない、させ

　　ない、許さない」を合言葉に、北海道から飲酒運転をな

　　くしましょう。

　冬の交通安全運動は交通安全を自らのことと捉え、交通ルールの

遵守や思いやりのある交通マナーの実践が主体的に行われるよう、

一人ひとりの交通安全意識の高揚を図る運動です。

「ゆうるりボランティアサポーター」を募集

【問合わせ先　ゆうるり　TEL 44 － 2105

　地域密着型特別養護老人ホーム ゆうるり では、10 名の
登録制とし、日常生活の中での入居者の傾聴、また外出や行
事のサポートなどをしていただける方を募集します。

11 月 11 日～ 17 日

「税を考える週間」です！

　国税庁では、国民の皆様に租税の意義や役

割、税務行政に対する知識と理解を深めてい

ただくため、１年を通じて租税に関する啓発

活動を行っていますが、今年も 11 月 11 日か

ら 17 日までを「税を考える週間」として、集

中的に様々な広報広聴施策を実施します。

　余市税務署では、「税を考える週間」期間中

に、応募された児童の皆さんの書道作品の展

示を次のとおり行います。

　児童の皆さんが税について、表現した作品

を是非ご鑑賞ください。

○運動重点

　日　時　11 月 12 日（月）～ 11 月 15 日（木）

　　　　　９時～ 17 時まで

　会　場　積丹町役場　１階ロビー

バス乗車券・タクシー助成券

申請はお済みですか？

【問合わせ先】　役場住民福祉課　℡ 44-2113

　町では、地域の基幹的交通機関を利用されている高齢者世
帯等への支援を目的に、バス乗車券（ＩＣカード式サピカカー
ド）またはタクシー助成券を交付しています。

○対象世帯

　・高齢者世帯：70 歳以上の方のみで構成されている世帯
　・障害者世帯：身体障害者手帳１級・2 級の方が世帯構成員となっ
　　　　　　　　ている世帯
　・ひとり親世帯：18 歳未満の子どもと、その父または母のいずれか
　　　　　　　　一方によって構成されている世帯または児童扶養手
　　　　　　　　当の受給認定を受けている世帯
　・多 子 世 帯：18 歳未満の子どもが 3 人以上いる世帯

※上記世帯のうち、今年度の町道民税が非課税の
　世帯が対象となります。

○申請期間 10 月１日～ 11 月 30 日まで

○申請場所 役場住民福祉課・入舸支所・余別支所

○必要なもの 印鑑・サピカカード（既にお持ちの場合）

【問合わせ先】　余市税務署　℡ 0135-22-2093

広報しゃこたん平成 30 年 11 月号
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積
丹
い
ろ
い
ろ

積
丹
い
ろ
い
ろ

今月の担当は・・

 

保
育
所
運
動
会
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す

子育て支援センター

保育士 　藤
ふじむら

村　崇
たかし

　

今
回
は
、
毎
年
９
月
に
行
わ
れ

て
い
る
「
び
く
に
保
育
所
運
動
会
」

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
び
く
に
保
育
所
運
動

会
は
、
新
し
く
整
備
さ
れ
た
「
憩

の
広
場
」
で
行
わ
れ
て
お
り
、
特

に
今
年
は
、
ゆ
う
る
り
の
利
用
者

の
皆
さ
ん
に
も
競
技
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
行
事

の
一
つ
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

び
く
に
保
育
所
の
運
動
会
の
歴

史
は
古
く
、
今
年
で
47
回
目
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
保
育
所
に
残

さ
れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
返

ン
ド
）、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
ア

リ
ー
ナ
、
そ
し
て
ゆ
う
る
り
建
設

前
の
憩
の
広
場
（
旧
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
）
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
行
っ
て
い
る
「
憩
の

広
場
」
は
、
保
護
者
だ
け
で
な
く
、

「
ゆ
う
る
り
」
や
「
や
す
ら
ぎ
」
の

入
居
者
、
保
育
所
を
卒
園
し
た
子

ど
も
た
ち
、
ま
た
、
地
域
の
方
々

な
ど
、
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
も
、
研
修
広
場
グ

ラ
ウ
ン
ド
（
平
成
27
年

～
28
年
）
で
行
っ
た
と

き
よ
り
も
、
多
く
の
観

客
に
見
守
ら
れ
て
運
動

会
を
行
っ
て
い
る
と
実

感
さ
せ
ら
れ
、
こ
の
場

所
で
運
動
会
を
行
う
こ

と
の
意
義
、
重
要
性
を

改
め
て
知
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
子

す
と
「
研
修
セ
ン
タ
ー

前
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
や
「
青

少
年
会
館
」
な

ど
、
今
で
は
聞

き
慣
れ
な
い
場

所
で
行
わ
れ
て

き
た
よ
う
で
す
。

　

こ
こ
数
年
、

び
く
に
保
育
所

で
は
、
美
国
小

学
校
体
育
館
や

研
修
広
場
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
美
国

小
学
校
グ
ラ
ウ

あ
る
こ
と
か
ら
、
喜
ん
で
練
習
等

に
参
加
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

最
後
に
、
保
育
所
の
主
要
行
事

と
し
て
「
生
活
発
表
会
」
が
あ
り

ま
す
。
遊
戯
や
表
現
、
楽
器
の
演

奏
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
保
育
所

で
の
日
々
の
生
活
を
通
し
て
覚
え

た
こ
と
を
発
表
し
ま
す
。
今
年
度

は
、
び
く
に
保
育
所
が
11
月
17
日
、

み
な
と
保
育
所
が
12
月
９
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の

頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
に
来
て
く

だ
さ
い
。

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
普
段
か

ら
遊
ん
で
い
る
場
所
で
あ
り
、
保

育
所
か
ら
歩
い
て
す
ぐ
の
場
所
に

▲ 2018 年運動会（憩の広場）

▲ 2015 年運動会（研修広場グラウンド）

▲ 2012 年運動会（旧憩の広場）

▲ 2011 年運動会（B&G 海洋センター）

広報しゃこたん平成 30 年 11 月号
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交通安全はみんなの願い
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11 月のこよみ

世帯数／1,106世帯（－６）

人　口／2,056人  （－10）

　男　／  955人  （－５）

　女　／1,101人  （－５）

（ゼロ）

●転入／２人(±０)●転出／11人(＋８)

●出生／２人(＋２)●死亡／３人(－２)

平成30年９月30日現在､(　)内は前月比

1
1
月
号
№
683

この広報誌は再生紙を使用しています。

０死亡交通事故 の日

《後志第１位》

《全道第２位》

6,621日達成

（平成30年10月１日現在）

０

－ 11 月の俳句－
（美国踏青俳句会）

文芸だより

膝
掛
け
を
し
て
瞑
想
の
鮭
釣
り
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

成
田
智
世
子

さ
や
け
し
や
更
紗
の
ス
ト
ー
ル
ふ
た
巻
き
に 

　
　
　
　
　
藤
原
　
わ
子

お
太
鼓
を
ぽ
ん
と
た
た
か
れ
敬
老
日
　 

　
　
　
　
　
　
　
戸
来
　
和
子

新
顔
と
隣
合
せ
の
敬
老
日
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
河
岸
　
悟
郎

籠
い
っ
ぱ
い
無
人
売
場
の
月
見
豆
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
菊
谷
　
知
子

売
れ
残
り
の
ト
マ
ト
を
煮
込
む
夕
厨
　 

　
　
　
　
　
　
　
山
﨑
美
枝
子

稜
線
に
弓
張
り
月
と
雲
一
片
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
福
田
香
名
子

登
る
月
見
あ
げ
る
月
の
影
一
つ
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
橋
場
　
政
男

新
米
の
三
角
む
す
び
艶
や
か
に
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
福
井
　
新
一

枯
れ
す
す
き
風
に
吹
か
れ
て
散
歩
道

　
　   
　
　
　
　
　
板
垣
千
恵
子

ふるさと納税の状況
ご協力ありがとうございました　

《平成30年９月30日現在》

　484件 １２, ９２２, ０００円

全国の皆様　

　

善意に感謝します 社会福祉法人　積丹町社会福祉協議会

２０，０００円出　村　博　美　様（神岬町）

１㈭
●第48回積丹町文化祭（展示の部）（３日まで）
（9:00～ 総合文化センター）

２㈮ ●巡回はみがき教室①

５㈪ ●巡回ワンコイン健診結果説明会

６㈫ ●無医地区巡回診療

７㈬ ●健口教室①

９㈮ ●巡回はみがき教室②

10㈯
●第48回積丹町文化祭（芸能発表の部）
（18:00～ 総合文化センター）

15 ㈭ ●健口教室②

16㈮
●巡回はみがき教室③

●バスで行くワンコイン健診（札幌がん検診センター）

17㈯
●びくに保育所生活発表会

●余市福祉会積丹セミナー

●バスで行くワンコイン健診（札幌がん検診センター）

20 ㈫ ●転倒予防事業①

22 ㈭ ●転倒予防事業②

28 ㈬
●巡回子育て相談

●丸山健康相談（13:30～丸山会館）
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11月の余市管内休日当番病院等

※受診される方は、あらかじめ病院等に電話確認をお願いします。

診療時間：午前９時～午後５時

◆　し尿収集の日程・11 月　◆

日 (曜日 ) 地　区 日 (曜日 ) 地　区 日 (曜日 ) 地　区

13 日㈫ 神岬・草内 20 日㈫ 来岸・西河 28 日㈬ 日司・入舸

14 日㈬ 余別 21 日㈬ 野塚 29 日㈭ 入舸・幌武意

15 日㈭ 余別 26 日㈪ 野塚

19 日㈪ 余別・来岸 27 日㈫ 日司

日（曜日) 医 療 機 関 名 住　所 電 話 番 号

３日（土） よ い ち ク リ ニ ッ ク 余市町山田町 21-4570

４日（日） よいち整形外科クリニック 余市町大川町 48-5000

11 日（日）脳神経外科よいち港南クリニック 余市町大川町 21-5566

18 日（日）わ た な べ 内 科 医 院 余市町大川町 22-3989

23 日（金）北 郷 耳 鼻 咽 喉 科 医 院 余市町大川町 23-5533

25 日（日）佐 野 内 科 ク リ ニ ッ ク 余市町黒川町 22-7001

29 日㈭ 入舸・幌武意

５０，０００円飯　田　繁　幸　様（余別町）

８０，０００円中　浜　綾　子　様（美国町）

広報しゃこたん平成 30 年 11 月号
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